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「感震ブレーカー」とは、設定値以上の揺れを感知すると、
自動的に作動し、分電盤やコンセントの電気供給を止め
る器具です。自宅に居ない場合や、地震で家具などが倒
れ、分電盤のブレーカーを切れない場合などでも「感震ブ
レーカー」を設置すると、自動的に住宅内の電源供給が
停止し、火災を防ぐことができます。

●大震災時の出火原因

●地震による電気火災を防ぐには「感震ブレーカー」の設置が有効です！

主な感震ブレーカーの種類

コンセントタイプ

地震による火災原因の過半数は
電気だとご存じですか？

　大規模地震による火災のうち過半数が電気関係の出火です。地震が引き起こす電気火災とは、
地震の揺れに伴う電気機器からの出火や、停電が復旧したときに発生する火災のことです。

地震発生時には
 使用中の電気機器の電源を切る。
 電源コードが切れたりしていないか確認する。
 外に避難する時には分電盤のブレーカーを切る。
 ガスの元栓を閉める。

●地震発生時には

（注）夜間に地震発生した場合、感震ブレーカー動作により照明も消灯するため、
　　懐中電灯や停電時に点灯する照明器具等の備付をお勧めします。

出典／大規模地震時の電気火災の発生抑制に関する検討会／内閣府（防災担当）「感震ブレーカーの普及に向けた
取組状況」平成28年3月、「大規模地震時の電気火災の発生抑制対策の検討と推進について」平成27年3月より

阪神・淡路大震災 東日本大震災

総出火件数139件のうち、電気関係は85件（約6割） 総出火件数110件のうち、電気関係は71件（約6割強）

全体：139件 全体：110件

■藤枝市では「感震ブレーカー等設置推進事業補助金」事業により感震ブレーカー設置費用の一部を補助
　しています。詳しくは藤枝市ホームーページをご覧ください。　
　https://www.city.fujieda.shizuoka.jp/soshiki/kikikanri/tiikibosai/gyomu/hojoseido/1463703577297.html

■感震ブレーカーの設置・購入は、電気工事を伴うものはお近くの電気工事店へ、電気工事を伴わないものは
　お近くの防災用品等を取り扱うお店へお問い合わせください。

電気関係
85件
（61％）

電気関係
71件
（65％）

その他
30件
（22％）

その他
27件
（24％）

灯油・
ガス機器等
24件
（17％）

工事設備
12件
（11％）

分電盤タイプ
（内蔵型）
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景気動向
調査

　当所では、藤枝市内小規模事業所の経営動向を把握するため、四半期ごとに景況調査を実施しています。
　令和５年７～９月期の調査がまとまりましたので、概要を報告します。
※本調査は、製造業・建設業・卸売業・小売業・サービス業の５種200社を対象に行っています。今回の回収率61.0%

【主要な表現について】
○業況判断：調査対象企業が自らの業績に下した判断。
○ＤＩ値：（増加・好転と回答した割合）－（減少・悪化と回答した割合） 悪化すればするほどＤＩ値は▲（マイナス）になります。

問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課　TEL：054-641-2000問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課　TEL：054-641-2000

サービス業の業況感、改善傾向を示すも
仕入単価上昇への対応が課題
令和５年７～９月　中小企業景況調査　結果報告書
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全産業◆ 建設業■ 製造業▲ 小売業
▲

卸売業× サービス業●

業種別業況判断の動向表１

▲1.７ 0.0 ▲16.0 ▲8.3 ▲4.5 20.0

R4年1月～
3月期

R4年4月～
6月期

R4年7月～
9月期

R4年10月～
12月期

R5年1月～
3月期

R5年4月～
6月期

R5年7月～
9月期

R5年７月～
９月期

D
I値

業況判断の動向（表1）：全産業での業況は、DI値▲1.7で前回（2023年4月～ 6月）より8.9ポイント増加しました。
　　　　　　　　　　　サービス業前回▲7.4ポイントから今回20.0ポイントに増加しました。
全産業売上高の推移：前回0.8ポイント（2023年4月～ 6月）から13.4ポイント増加しました。
　　　　　　　　　　　製造業36.0ポイント、サービス業34.6ポイントで改善傾向を示しました。
全産業資金繰りの動向：前回▲0.8ポイント（2023年4月～ 6月）から0.8ポイント増加しました。
　　　　　　　　　　　全産業足踏み状態を示しました。
全 産 業 採 算 の 動 向：前回▲21.3ポイント（2023年4月～ 6月）から6.2ポイント増加しました。
　　　　　　　　　　　サービス業16.0ポイントで改善傾向を示しました。
全産業雇用人員の動向：前回3.4ポイント（2023年1月～ 3月）から0.9ポイント減少しました。
　　　　　　　　　　　建設業で人手不足感が増しました。

管内全産業の業況


